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行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、
お
悩
み
、
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時

　

４
月
20
日
㈮　

10
時
〜
15
時

◆
場　
所

　

健
康
セ
ン
タ
ー　

健
康
相
談
室

◆
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員

　

松
田　

幹
男
（
☎
62
・
３
０
２
４
）

　

田
口　

英
輔
（
☎
62
・
３
２
６
３
）

▪
総
務
課　

行
政
係

　

☎
52
・
７
１
１
１
（
直
通
）

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や
バ

イ
ク
、
農
作
業
用
な
ど
の
小
型
特
殊

自
動
車
に
市
町
村
が
課
税
す
る
税

で
、
４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等

所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
所

有
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）
が
便
利
で
す
。
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
納
付

の
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

お
手
続
き
は
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
た

め
に
は
、
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
税
務

課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
車
検
証

○
運
転
さ
れ
る
方
の
免
許
証

氷
川
町
文
化
協
会
会
員
募
集

　

氷
川
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対　
象

　

芸
能
・
絵
画
・
生
花
・
陶
芸
・
手
芸
・

書
道
・
絵
手
紙
・
墨
絵
・
工
芸
・

押
し
花
な
ど
の
文
化
愛
好
団
体
・

愛
好
者
で
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
。

◆
年
会
費　
千
円
／
人　

※

複
数
の
会
に
加
入
す
る
場
合
、

各
会
ご
と
に
年
会
費
の
支
払
が

必
要
で
す
。

◆
申
込
期
限　

常
時
加
入
で
き
ま
す
。

※

団
体
内
に
町
外
の
人
が
含
ま
れ

て
い
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課

　

☎
52
・
５
８
６
０
（
直
通
）

氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
高
等
学
校
・
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
に
進
学
又
は
在
学
中

の
人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
奨

学
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

◆
資　
格

　

本
人
又
は
保
護
者
が
町
内
に
居

住
し
、
か
つ
、
日
本
学
生
支
援
機

構
又
は
そ
の
他
の
公
私
の
団
体
か

ら
学
資
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

な
い
者

◆
奨
学
金
の
額
（
月
額
）　

高
等
学
校

 

１
５
，０
０
０
円

大
学
・
専
門
学
校

 
３
０
，０
０
０
円

◆
貸
付
期
間

　

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か

ら
貸
し
付
け
を
受
け
た
年
数
の

2
倍
の
期
間
内

◆
貸
付
利
息

　

無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

４
月
か
ら
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ

る
方
は
４
月
27
日
㈮
ま
で
に
学
校

教
育
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

☎
62
・
３
３
１
３

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
鏡
消
防

署
氷
川
分
署
の
開
庁
に
つ
い
て

　

鏡
消
防
署
氷
川
分
署
が
４
月
１

日
㈰
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
所
在
地

　

氷
川
町
野
津
１
５
２
５
番
地

◆
管
轄
区
域

氷
川
町
の
一
部
、
八
代
市
竜
峯

地
区
お
よ
び
東
陽
地
区
の
一
部

◆
庁
舎
概
要　

（
階
数
）
１
階
、
鉄
骨
構
造
、
延

べ
面
積
約
５
０
０
㎡

◆
配
備
人
員　

13
名

◆
整
備
車
両　

ポ
ン
プ
車
１
台

高
規
格
救
急
車
１
台

▪
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
32
・
６
１
８
１

「
危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内
」

　

平
成
30
年
度
第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

◆
試
験
日　
6
月
10
日
㈰

◆
試
験
時
間
、
試
験
の
種
類　

午
前
の
部

9
時
30
分
着
席　

10
時
開
始

・
甲
種　
　

・
乙
種
第
４
類

午
後
の
部

13
時
着
席　

13
時
30
分
開
始

・
乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６
類

・
丙
種

◆
試
験
会
場

熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草
市
・

玉
名
市

八
代
舟
出
浮
き

　

八
代
海
の
海
の
レ
ジ
ャ
ー
と
言

え
ば
「
八
代
舟
出
浮
き
」。
間
近
で

八
代
伝
統
の
漁
を
見
学
し
、
新
鮮

な
海
の
幸
を
無
人
島
で
堪
能
で
き

ま
す
。

◆
期　
間　
４
月
〜
11
月

　

※

平
成
30
年 

八
代
舟
出
浮
き 

海

開
き 

４
月
11
日
㈬

◆
料　
金

●
通
常
プ
ラ
ン
（
お
土
産
あ
り
）

３
万
円
（
５
人
ま
で
）

１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
０
円

追
加

●
お
土
産
な
し
プ
ラ
ン
（
６
人
以
上

利
用
可
）

３
万
１
５
０
０
円
（
６
人
）

１
人
増
す
ご
と
に
４
５
０
０
円

追
加

※

１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

　

で
す
。

※

飲
み
物
は
用
意
く
だ
さ
い
。

※

季
節
に
よ
っ
て
漁
法
や
料
理
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

◆
予
約
・
問
い
合
せ

　

八
代
市
観
光
物
産
案
内
所　

　

☎
35
・
６
６
２
７

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

神
輿
巡
行
や
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入

り
、
相
撲
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

◆
日　
程

　

４
月
27
日
㈮ 

神
輿
巡
行

28
日
㈯ 

九
州
高
校
選
抜
相
撲
選
手
権

大
会
、
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り

29
日
㈰ 

熊
本
県
少
年
親
善
相
撲
大
会

◆
場　
所

佐
敷
諏
訪
神
社
境
内

　

芦
北
町
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
６
６
・
82
・
２
５
１
１

湯
浦
温
泉
「
手
ぬ
ぐ
い
祭
り
」

　

湯
浦
川
上
空
を
泳
ぐ
約
２
０
０

尾
の
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
見
な
が
ら
、

太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や
露
店
を

楽
し
め
ま
す
。

◆
日　
時

　

４
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

◆
場　
所

　

湯
の
香
橋
付
近
（
芦
北
町
湯
浦
）

　

湯
浦
活
性
化
協
議
会

　

☎
０
９
６
６
・
86
・
０
０
６
９

○
障
害
者
手
帳

○
通
院
証
明
書
等
（
運
転
者
が
障
害

者
本
人
で
な
い
場
合
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド

●
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
小
型
特
殊
自

動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

農
耕
作
業
・
特
殊
作
業
用
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
で
、
登

録
を
さ
れ
て
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合

は
、
税
務
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総
務

振
興
課
に
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
（
所
有
者
・
使
用
者
の
も
の
）

○
販
売
証
明
書
も
し
く
は
車
名
・
車

台
番
号
の
分
か
る
書
類

▪
総
務
課　

住
民
税
係

　

☎
52
・
５
８
５
３

下
水
道
へ
早
期
接
続
の
お
願
い

　

生
活
環
境
の
改
善
や
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
た
氷
川
町
下
水
道
整
備

事
業
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
平
成
29
年
度
末
で
計
画
区
域
の

本
管
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
下
水
道
を

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
平
成
30
年
度
は
国
の
補

助
制
度
に
よ
り
、
供
用
開
始
後
3
年

以
上
経
過
し
た
人
も
接
続
助
成
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
交
付
要
件
に
該
当
す
る
と
助
成

　

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
交
付
要
件

・
処
理
区
域
内
の
一
般
世
帯
の
家
屋

の
所
有
者
又
は
そ
の
同
意
を
得
た

使
用
者
で
あ
る
こ
と
。

・
町
内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
独
立

の
生
計
を
営
む
人
。

・
町
税
お
よ
び
下
水
道
事
業
受
益
者

分
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

○
工
事
種
別
お
よ
び
助
成
金
額

・
く
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事

８
万
円

・
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

４
万
円

・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

３
万
円

※

補
助
金
を
受
給
し
て
い
な
い
も
の

・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

２
万
円

※

補
助
金
を
受
給
し
て
い
る
も
の

▪
建
設
下
水
道
課　

下
水
道
係

　

☎
52
・
５
８
６
２
（
直
通
）

工
事
の
際
は
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
届
け
出
に
ご
協
力
下
さ
い
！

　

町
内
に
は
、
古
墳
を
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
）
が
あ
り
ま
す
。
開
発
・
建

築
等
の
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
時
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
に
該
当
す
る
場
合
は

事
前
に
（
60
日
前
ま
で
）
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
本
調
査
が

必
要
か
ど
う
か
の
確
認
調
査
や
、
遺

跡
で
な
く
て
も
試
掘
調
査
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
教

育
委
員
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課

　

☎
52
・
５
８
６
０
（
直
通
）

※

午
前
の
部
１
種
類
と
午
後
の
部

１
種
類
が
受
験
可
能
で
す
。

※

試
験
会
場
は
、
受
験
票
に
記
載

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

（
１
）
書
面
申
請　

４
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭
（
土
、

日
を
除
く
）

※

郵
送
の
場
合
は
、
４
月
19
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
を
受

け
付
け
ま
す
。

（
２
）
電
子
申
請

４
月
９
日
㈪
午
前
９
時
〜
16
日
㈪

午
後
５
時

※

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、手
続
き
さ

れ
る
際
、必
ず
、（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
説
明
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

申
請
の
際
は
、試
験
案
内
に
詳
細
を

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ

い
た
う
え
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

受
験
願
書
・
試
験
案
内
等
は
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・

熊
本
県
内
の
各
消
防
本
部
お
よ

び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税

務
局
消
防
保
安
課
に
配
置
し
て

お
り
ま
す
。

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用

者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
地
域
別
最
低
賃
金

熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額　
７
３
７
円

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

（
２
）
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
子
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業

時
間
額　
７
８
２
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、船
舶

製
造
・
修
理
業
、船
用
機
関
製
造
業

時
間
額　
８
３
２
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額　
７
４
０
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
は
、

適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

▪
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
人
権
啓
発
映
画
上
映
会
」
の
お

知
ら
せ

　

人
権
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た

研
修
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
）
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、

希
望
日
前
日
ま
で
に
、
希
望
す
る

時
間
お
よ
び
人
数
な
ど
を
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会　
場

　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

新
館
２
階
）

◆
開
催
日

毎
週
木
曜
日
お
よ
び
金
曜
日

◆
時　
間　

・
午
前
の
部　

11
時
15
分
〜
12
時

・
昼
の
部　

12
時
15
分
〜
12
時
55
分

・
午
後
の
部　

13
時
15
分
〜
14
時

◆
上
映
作
品　
30
分
程
度
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品

　

※

詳
細
は
、
熊
本
県
人
権
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
０
０

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

毎
年
、
県
内
で
は
10
人
前
後
の

尊
い
命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
よ
る
事
故
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。
農
作
業
事
故
を
な

く
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
事

故
防
止
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
仲
間
か
ら
も
「
声

か
け
」
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
事

故
防
止
意
識
を
も
っ
て
、
農
作
業

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

学　

教

お
知
ら
せ
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行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、
お
悩
み
、
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時

　

４
月
20
日
㈮　

10
時
〜
15
時

◆
場　
所

　

健
康
セ
ン
タ
ー　

健
康
相
談
室

◆
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員

　

松
田　

幹
男
（
☎
62
・
３
０
２
４
）

　

田
口　

英
輔
（
☎
62
・
３
２
６
３
）

▪
総
務
課　

行
政
係

　

☎
52
・
７
１
１
１
（
直
通
）

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や
バ

イ
ク
、
農
作
業
用
な
ど
の
小
型
特
殊

自
動
車
に
市
町
村
が
課
税
す
る
税

で
、
４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等

所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
所

有
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）
が
便
利
で
す
。
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
納
付

の
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

お
手
続
き
は
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
た

め
に
は
、
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
税
務

課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
車
検
証

○
運
転
さ
れ
る
方
の
免
許
証

氷
川
町
文
化
協
会
会
員
募
集

　

氷
川
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対　
象

　

芸
能
・
絵
画
・
生
花
・
陶
芸
・
手
芸
・

書
道
・
絵
手
紙
・
墨
絵
・
工
芸
・

押
し
花
な
ど
の
文
化
愛
好
団
体
・

愛
好
者
で
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
。

◆
年
会
費　
千
円
／
人　

※

複
数
の
会
に
加
入
す
る
場
合
、

各
会
ご
と
に
年
会
費
の
支
払
が

必
要
で
す
。

◆
申
込
期
限　

常
時
加
入
で
き
ま
す
。

※

団
体
内
に
町
外
の
人
が
含
ま
れ

て
い
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課

　

☎
52
・
５
８
６
０
（
直
通
）

氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
高
等
学
校
・
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
に
進
学
又
は
在
学
中

の
人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
奨

学
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

◆
資　
格

　

本
人
又
は
保
護
者
が
町
内
に
居

住
し
、
か
つ
、
日
本
学
生
支
援
機

構
又
は
そ
の
他
の
公
私
の
団
体
か

ら
学
資
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

な
い
者

◆
奨
学
金
の
額
（
月
額
）　

高
等
学
校

 

１
５
，０
０
０
円

大
学
・
専
門
学
校

 

３
０
，０
０
０
円

◆
貸
付
期
間

　

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か

ら
貸
し
付
け
を
受
け
た
年
数
の

2
倍
の
期
間
内

◆
貸
付
利
息

　

無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

４
月
か
ら
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ

る
方
は
４
月
27
日
㈮
ま
で
に
学
校

教
育
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

☎
62
・
３
３
１
３

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
鏡
消
防

署
氷
川
分
署
の
開
庁
に
つ
い
て

　

鏡
消
防
署
氷
川
分
署
が
４
月
１

日
㈰
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
所
在
地

　

氷
川
町
野
津
１
５
２
５
番
地

◆
管
轄
区
域

氷
川
町
の
一
部
、
八
代
市
竜
峯

地
区
お
よ
び
東
陽
地
区
の
一
部

◆
庁
舎
概
要　

（
階
数
）
１
階
、
鉄
骨
構
造
、
延

べ
面
積
約
５
０
０
㎡

◆
配
備
人
員　

13
名

◆
整
備
車
両　

ポ
ン
プ
車
１
台

高
規
格
救
急
車
１
台

▪
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
32
・
６
１
８
１

「
危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内
」

　

平
成
30
年
度
第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

◆
試
験
日　
6
月
10
日
㈰

◆
試
験
時
間
、
試
験
の
種
類　

午
前
の
部

9
時
30
分
着
席　

10
時
開
始

・
甲
種　
　

・
乙
種
第
４
類

午
後
の
部

13
時
着
席　

13
時
30
分
開
始

・
乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６
類

・
丙
種

◆
試
験
会
場

熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草
市
・

玉
名
市

八
代
舟
出
浮
き

　

八
代
海
の
海
の
レ
ジ
ャ
ー
と
言

え
ば
「
八
代
舟
出
浮
き
」。
間
近
で

八
代
伝
統
の
漁
を
見
学
し
、
新
鮮

な
海
の
幸
を
無
人
島
で
堪
能
で
き

ま
す
。

◆
期　
間　
４
月
〜
11
月

　

※

平
成
30
年 

八
代
舟
出
浮
き 

海

開
き 

４
月
11
日
㈬

◆
料　
金

●
通
常
プ
ラ
ン
（
お
土
産
あ
り
）

３
万
円
（
５
人
ま
で
）

１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
０
円

追
加

●
お
土
産
な
し
プ
ラ
ン
（
６
人
以
上

利
用
可
）

３
万
１
５
０
０
円
（
６
人
）

１
人
増
す
ご
と
に
４
５
０
０
円

追
加

※

１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

　

で
す
。

※

飲
み
物
は
用
意
く
だ
さ
い
。

※

季
節
に
よ
っ
て
漁
法
や
料
理
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

◆
予
約
・
問
い
合
せ

　

八
代
市
観
光
物
産
案
内
所　

　

☎
35
・
６
６
２
７

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

神
輿
巡
行
や
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入

り
、
相
撲
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

◆
日　
程

　

４
月
27
日
㈮ 

神
輿
巡
行

28
日
㈯ 

九
州
高
校
選
抜
相
撲
選
手
権

大
会
、
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り

29
日
㈰ 

熊
本
県
少
年
親
善
相
撲
大
会

◆
場　
所

佐
敷
諏
訪
神
社
境
内

　

芦
北
町
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
６
６
・
82
・
２
５
１
１

湯
浦
温
泉
「
手
ぬ
ぐ
い
祭
り
」

　

湯
浦
川
上
空
を
泳
ぐ
約
２
０
０

尾
の
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
見
な
が
ら
、

太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や
露
店
を

楽
し
め
ま
す
。

◆
日　
時

　

４
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

◆
場　
所

　

湯
の
香
橋
付
近
（
芦
北
町
湯
浦
）

　

湯
浦
活
性
化
協
議
会

　

☎
０
９
６
６
・
86
・
０
０
６
９

○
障
害
者
手
帳

○
通
院
証
明
書
等
（
運
転
者
が
障
害

者
本
人
で
な
い
場
合
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド

●
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
小
型
特
殊
自

動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

農
耕
作
業
・
特
殊
作
業
用
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
で
、
登

録
を
さ
れ
て
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合

は
、
税
務
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総
務

振
興
課
に
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
（
所
有
者
・
使
用
者
の
も
の
）

○
販
売
証
明
書
も
し
く
は
車
名
・
車

台
番
号
の
分
か
る
書
類

▪
総
務
課　

住
民
税
係

　

☎
52
・
５
８
５
３

下
水
道
へ
早
期
接
続
の
お
願
い

　

生
活
環
境
の
改
善
や
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
た
氷
川
町
下
水
道
整
備

事
業
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
平
成
29
年
度
末
で
計
画
区
域
の

本
管
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
下
水
道
を

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
平
成
30
年
度
は
国
の
補

助
制
度
に
よ
り
、
供
用
開
始
後
3
年

以
上
経
過
し
た
人
も
接
続
助
成
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
交
付
要
件
に
該
当
す
る
と
助
成

　

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
交
付
要
件

・
処
理
区
域
内
の
一
般
世
帯
の
家
屋

の
所
有
者
又
は
そ
の
同
意
を
得
た

使
用
者
で
あ
る
こ
と
。

・
町
内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
独
立

の
生
計
を
営
む
人
。

・
町
税
お
よ
び
下
水
道
事
業
受
益
者

分
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

○
工
事
種
別
お
よ
び
助
成
金
額

・
く
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事

８
万
円

・
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

４
万
円

・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

３
万
円

※

補
助
金
を
受
給
し
て
い
な
い
も
の

・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　

２
万
円

※

補
助
金
を
受
給
し
て
い
る
も
の

▪
建
設
下
水
道
課　

下
水
道
係

　

☎
52
・
５
８
６
２
（
直
通
）

工
事
の
際
は
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
届
け
出
に
ご
協
力
下
さ
い
！

　

町
内
に
は
、
古
墳
を
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
）
が
あ
り
ま
す
。
開
発
・
建

築
等
の
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
時
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
に
該
当
す
る
場
合
は

事
前
に
（
60
日
前
ま
で
）
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
本
調
査
が

必
要
か
ど
う
か
の
確
認
調
査
や
、
遺

跡
で
な
く
て
も
試
掘
調
査
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
教

育
委
員
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

▪
氷
川
町
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課

　

☎
52
・
５
８
６
０
（
直
通
）

※

午
前
の
部
１
種
類
と
午
後
の
部

１
種
類
が
受
験
可
能
で
す
。

※
試
験
会
場
は
、
受
験
票
に
記
載

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

（
１
）
書
面
申
請　

４
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭
（
土
、

日
を
除
く
）

※

郵
送
の
場
合
は
、
４
月
19
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
を
受

け
付
け
ま
す
。

（
２
）
電
子
申
請

４
月
９
日
㈪
午
前
９
時
〜
16
日
㈪

午
後
５
時

※

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、手
続
き
さ

れ
る
際
、必
ず
、（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
説
明
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

申
請
の
際
は
、試
験
案
内
に
詳
細
を

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ

い
た
う
え
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

受
験
願
書
・
試
験
案
内
等
は
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・

熊
本
県
内
の
各
消
防
本
部
お
よ

び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税

務
局
消
防
保
安
課
に
配
置
し
て

お
り
ま
す
。

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用

者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
地
域
別
最
低
賃
金

熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額　
７
３
７
円

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

（
２
）
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
子
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業

時
間
額　
７
８
２
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、船
舶

製
造
・
修
理
業
、船
用
機
関
製
造
業

時
間
額　
８
３
２
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額　
７
４
０
円

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
は
、

適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

▪
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
人
権
啓
発
映
画
上
映
会
」
の
お

知
ら
せ

　

人
権
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た

研
修
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
）
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、

希
望
日
前
日
ま
で
に
、
希
望
す
る

時
間
お
よ
び
人
数
な
ど
を
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会　
場

　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

新
館
２
階
）

◆
開
催
日

毎
週
木
曜
日
お
よ
び
金
曜
日

◆
時　
間　

・
午
前
の
部　

11
時
15
分
〜
12
時

・
昼
の
部　

12
時
15
分
〜
12
時
55
分

・
午
後
の
部　

13
時
15
分
〜
14
時

◆
上
映
作
品　
30
分
程
度
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品

　

※

詳
細
は
、
熊
本
県
人
権
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
０
０

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

毎
年
、
県
内
で
は
10
人
前
後
の

尊
い
命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
よ
る
事
故
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。
農
作
業
事
故
を
な

く
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
事

故
防
止
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
仲
間
か
ら
も
「
声

か
け
」
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
事

故
防
止
意
識
を
も
っ
て
、
農
作
業

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。


